
YES NO

冬期間使用しない農業用ハウスは、解体しましたか？ □ □ 月
までに
対応する

月
までに
対応する

農業用ハウスの強度を保つため、接合部を点検し、さび止めや補修
を行いましたか？

□ □ 月
までに
対応する

冬期間、農業用ハウスを使用する場合、中柱やタイバー、筋交い等
の設置による補強を行いましたか？

□ □ 月
までに
対応する

冬期間農業用ハウスを使用する場合、被覆材のたるみや破れがない
か確認しましたか？

□ □ 月
までに
対応する

月
までに
対応する

除雪機の点検、試運転を行いましたか？ □ □ 月
までに
対応する

除雪機や農業用ハウス加温設備の燃料を確保しましたか？ □ □ 月
までに
対応する

農業用ハウス等までの進入路に、除雪作業の支障になるものはあり
ませんか？

□ □ 月
までに
対応する

自然災害も対象となる農業保険（収入保険・農業共済）に加入しま
したか？

□ □ 月
までに
対応する

大雪の発生に備え、近所の人と除雪作業について協力し合う体制を
話し合いましたか？

□ □ 月
までに
対応する

　【参考：農業版ＢＣＰ】※上越市農業なびホームページ
　　https://www.city.joetsu.niigata.jp/site/joetsu-agri-portal/nougyoban-bcp.html

降
雪
時
の
対
応

降雪時、農業用ハウス等の周辺を速やかに除雪できるよう、進入路や作業路の除雪をこま
めに行いましょう。

除雪作業は危険を伴いますので、操作に慣れていることを過信せず、無理な操作を行わな
いようにしましょう。

除雪作業が間に合わない場合、農業用ハウスの倒壊を防止するため、骨組みを守ることを優先し、パイプに沿って、雪が落ち
るように被覆物を切除しましょう。なお、被覆物を切除する場合は、事前にＮＯＳＡＩ新潟上越支所に連絡しましょう。
（０２５－５２５－１１３０）

農業用ハウスの被覆物の切除は早期に判断しましょう。
　【注意：倒壊の危険性が高い場合は、ハウス内に絶対に立ち入らないようにしましょう。】

建
設
時
の
検
討

農業用ハウスの建設に当たっては、除雪作業を考慮し、進入路や排雪場所を確保しましょ
う。

ハウスとハウスの間隔を2.5ｍ以上開けましょう。

冬期間も使用する農業用ハウスを建設する場合、パイプ径を30㎜以上にしましょう。

　　大雪災害のリスクに備えるためのチェックリスト

確　認　内　容
（NOの場合）

対応期間

降
　
雪
　
前
　
の
　
備
　
え

機
械
・
設
備

そ
の
他

冬期間使用しない農業用ハウスの解体が困難な場合、被覆材を外し
ましたか？

□
除雪で対応

□
除雪で対応

加温機のある農業用ハウスでは、降雪前からハウス内を加温するた
め、連続運転を行っていますか？

施
　
設

□

□
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